











































で、 『詩経』小雅・桑扈の「君子楽胥、受天之祜」 （君子がたのしみよろこべば、天の幸 を受ける）に由来する言葉である。　
次に本書の内容に移る。前述のごとく、本書は「伊勢三十三所観音巡礼」と「伊勢島巡覧記」の二つの部分よりなる






和五十七年刊、以下『案内記』と略称）には、 『伊勢順礼案内記』なる資料が紹介されており、そこには「むかしむかし勢陽安野津に道源といへる桑門あり。此神風のうちに不思議の霊仏数多有り。何卒順礼を草蒼せんと二見方江寺を始とし三十三所を三十三番迄その次々を極順廻す（中略）寛保元年辛酉炎夏龍集」として、以下三十三ヶ所の観音霊場院名が列挙されており、これらは諸寺院は、横山家蔵『巡礼記』の記す諸寺院と全て一致している。このことから、伊勢の観音巡礼は、年次不詳なるもかつて安野津にいた道源なる僧侶が創始したもので、江戸中期の寛保元年 （一七四一）にはそ 構成寺院が定まっていたのである。　
現在も伊勢観音巡礼は存続しており、その構成寺院については、江戸期のそれとは多生出入りがあるが、総じて観音








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参宮名所図会より抄出す「楽胥堂」 （陽刻） 」 （
7オ）
　　
伊勢嶋巡
メグリ
覧
一
　
許コモリノ
母利神社
　　
松下村海際高キ山の
　　
上に有。祭神、粟嶋の神。内宮摂社十
　　
五所の一ツ也。
一
　
神カフザキ
崎山
　　
松下村の後山をいふ。いせ記ニ、西行
　　
法師の侍ける安養山と云所ニ 人哥よ
　　
ミ、連哥などし侍し時、海辺の落花
　　
といふを
　　
秋をやく神崎山ハ色きへてあらしの
　　
末に海士の藻塩火
　　　　
長明
一
　
神前神社
　　
荒クワフサキ
前
姫ヒメノミコト
命
、則地主神也
286
五六
　　
といふ。此地を二見の潜
クヾ
り嶋と云。六月十五日
　　
内宮の神人十人御浜出之儀式有。此時
　　
江村の里人寒
ヒヤミヅ
水を献ず。潮音山大江
　　
寺の麓、亀井の水也。
一
　
祓ハライザキ
崎
　　
荒崎の尾崎沖へ壱丁斗りつき
　　
出たる平かなる大岩也。俗に
俎マナイタ
嶋、俎岩、
　　
御座岩ともいふ。満汐ニハ見ヘず。六月十
　　
五日内宮の神人十人、御
ヲンベ
贄の磯菜を取、 」 （
7ウ）
　　
苞ツト
ニしてかへる。一宇田村若の山といふ
　　
所ニて刈例なり。
一
　
笏シヤクタテ
立石
　　
右の傍に有て、神人の笏を
　　
おく所也。
一
　
潜クヾ
り島
　　
はなれ嶋ニあらす。若崎の尾先
　　
なり。すべて岩山ニて大なる洞穴あり。
　　
くゞりぬける故になづく
285
五七
菰野町横山家蔵『伊勢三十三所観音霊地巡礼記』の翻刻と解題
一
　
千チヒロ
尋の浜
　
千尋の海とも云。神崎
　　
くゞり嶋の辺を云。
　　
後撰
　　
いせの海千ひろの浜にひろふとも
　　
今ハ何てふかひかあるへき
　　　
敦忠朝臣
一
　
伊イケ
気浦
　　
山を浮嶋山といひて、山上の
　　
眺望よし。今ハ志州の内、内宮領松下
　　
村の東に有て、山中へ深く入たる江也。
　　
寒中ニハ鰡
ボラ
其外魚多く集る事あり。
　　
是をいけ浦のたてと云て、極月正月
　　
漁する事、毎年しかり。
　　
松の吹伊気の浦風わたるらし浪に
　　
たゝよふうき嶋 山
一
　
粟アハ
皇ミコ
子社
　　
いけ浦に坐
イマ
す祭神素
ソ
　
」 （
8オ）
　　
盞サノヲ
烏ノ御
ミタマ
魂為る命。内宮摂社二十四座
　　
の内也。
284
五八
一
　
阿波
ハラギ
良岐嶋
　　
俗ニ飛
トビ
嶋と云。潜り嶋の
　　
艮
ウシトラ
十丁斗りに有。是より東へ廻る入江を
　　
いけ浦といふ。又神崎の向ひニ小嶋七ツ
　　
有、これをあハらげといふ。其所 草木の生
　　
ぬ岩 是を毛なしと云。熱
アタミノ
海神船子
　　
の哥に
　　
あハらぎや嶋ハ七嶋そのほかにけなし
　　
かてゝ 八嶋なりけり
一
　
神嶋
　　
飛嶋より東北三里斗りニ有。荒
　　
海にて舟つきがたし。されども人家有
　　
て、猟師すめり。嶋中の洞穴ハ伊良子が
　　
嶋へ通じて、行程三里といへり。又内
ウツミ
海の
　　
野ノマ
間ト云嶋、飛嶋の北ニ有。陶器を焼烟
　　
常ニ見ゆ。
一
　
深瀬
　　
飛嶋と火打嶋との間をいふ。汐の
　　
さし引の瀬にて甚深し。
283
五九
菰野町横山家蔵『伊勢三十三所観音霊地巡礼記』の翻刻と解題
一
　
小ヲ
浜
　　
人家五十軒余有。大船多泊る
　　
湊なり。
一
　
森下
　　
小ヲ
浜の船の寄所をいふ。 」 （
8ウ）
一
　
有滝
　　
遠浅
一
　
由曽津
　　
嶋三ツ有。俗ニくそつといふ。
一
　
宿
ヤドリガ
浦
　　
花岡といふあら磯
一
　
神コウ
津佐
　　
あら磯
　　　　　　　　　　　
※「神津佐」の「津」に濁点有。
右五ヶ所、風汐にかまひなく船がゝりよし。迫
ハサマ
間までの内に獅子嶋、御所嶋、
つゞら小嶋、あまさき嶋、くら嶋有。一
　
慥タシカラ
柄
　　
礫サヽニメ
浦、相
アフカ
可、宿浦、阿曽津浦、
　　
これ皆荒磯の辺りに有て、遠く望めバ
　　
只ならぬいハほ 山、そここゝに幾らともなく
　　
重り、面白さ ふべきにあらず。実 松嶋
　　
象潟にハ勝るとも劣事なし。心有
　　
人の見過す所にハあらじかし。
一
　
日ヒヨリ
和山
　　
鳥羽の日和山也。山上ニ松の大木
282
六〇
　　
あり。其下ニ一亭有て、磁
ジシヤク
石を常ニ居へたり。
　　
舟人の日和を見定る所也。眼下の浦々
　　
嶋々ハ、庭中の泉水ニ取得しごとく、
　　
しかも限りなき江海大なるきわなれバ、
自
ヲノヅカラ
佳
　　
景の画中ニ有がごとし。 」 （
9オ）
一
　
佐田の浜
　　
ひより山より下り道有。泊
　　
船多き所なれバ、うかれ女どもの棹さして、夕
　　
べ〳〵の浪枕繁く、其数さへも見るに興
　　
有。仏石並び立、弘法 九耀
ヨウマン
曼陀
ダラ
羅
　　
石二ツあり。又仏嶋とて海中ニ立り。
一
　
鳥羽浦
　　
浦廻りの嶋々ニハあらふ浪
　　
白くたち、漕かへる大小の舟共の嶋陰に
　　
帆並を争ひ、磯辺の城に続きて民
　　
家のふとしき柱 大なる甍きらめき、
　　
交易しげ〳〵の都会也。嶋々の名ハ数
　　
をしも云つくされず。あるハ大嶋桃取あく
　　
しけんも、大方釜雄
ヲ
嶋、蠶
カイコ
じま等ハ近く
281
六一
菰野町横山家蔵『伊勢三十三所観音霊地巡礼記』の翻刻と解題
　　
て見る所也。手
タフシ
節が崎は遠く二里ばかり
　　
東北に有て、七里四方也。
　　
万葉十二
　　
時鳥鳥幡の浦のしき浪のしバ〳〵君を
　　
見んよしもかな
　　
たちはきのたふしが崎にけふもかも大宮人の
　　
玉藻刈らん
　　
是より陸路、舟津、岩倉、白木、五智
　　
等を経て磯部に至る。
一
　
波賀地の浜
　　
又はかせ共云。伊良子」 （
9ウ）
　　
鳥羽にならべり。鰹魚をとる所也。
　　
山家集西行
　　
いらこ嶋に鰹釣る舟並び浮てはか の
　　
浜に流れてそよる
一
　
酢スガ
我嶋
　　
一名夏見の浦。鳥羽より東南二リ半
　　
山家集
　　
すが嶋やたふしの碁石分かへて白黒まぜよ
280
六二
　　　
浦の浜風
　　
すが嶋や夏見の浦に寄波のあいだもおきて
　　
我おもわなくに
一参河国
伊良子嶋
　　
鳥羽北渡海二十里
　　
万葉
　　
うつ麻のおミの大君あま れやいらこが嶋の
　　
玉もかります
　　
波もなしいらこかしまか崎に漕出てわれから
　　
つけるわかめ刈海郎」 （
10オ）
一
　
鸚鵡石
　　
宮川の上、一ノ瀬谷中村と云所ニ有。
　　
宮川の渡場より三里
泝サカノボ
り、川口と云人家
　　
有。此所西ハ大
ヲヽスギ
椙谷、野尻、三
ミセ
瀬川より流れ
　　
来り、東ハ駒が野川一の瀬よりの落合
　　
也。此より駒か野へ三リ。鸚鵡石迄ハすべて八リ
　　
といへども、山路難所ニして、春の一日も暮に及ぶ。
　　
船ニて往来すれバ労少し。又下りニハ急
　　
流なれば尤早し。川筋絶景也 別して
279
六三
菰野町横山家蔵『伊勢三十三所観音霊地巡礼記』の翻刻と解題
　　
駒が野より上ハ巌
イハホ
聳ソビヘ
て、就
レ中中村の南、
　　
能ノミ
見坂といふ所ハ無双の勝景ニして、松嶋
　　
に劣らずといふ。其南ニ慥
タシカラ
柄、阿曽などいふ
　　
村落数多有て、常ニ往来繁く、山田の
　　
市中へ魚荷の出る事昼夜不
レ絶、
　　
山中ながら 鼈に乏しからず。又旧跡
　　
あれども略
レ之。
　　
響石ハ山の半腹に偃然たり。高サ十丈斗り
　　
色青黒し。其右手百間斗の所、其石上に
　　
居て弦哥、鼓吹、言語するに、其音声 石
　　
中に物有て応答するがごとし。 」 （
10ウ）
（以下、
13オまで白紙）
阿曽浦片山寺へ道程くしだより九里余櫛田より半リ、斎宮大仏より二リ、田丸〈天神前・大坂屋〉より四リニ近し。駒が野〈孫六〉 三 阿曽山田より一リ、佐
ソウチ
八〈入り口ニ茶や有・川有〉より一リ半、川口より一リニ近し。
栗原〈ばゝ茶や〉より二リニ近し。駒が野 一リ 、中村より〈鸚鵡石有・
278
六四
九五郎茶や有〉能
ノミ
見坂〈打越し・五十丁遠景無双〉 ・道方〈渡し舟・賃二十文也〉
阿曽　
田丸より阿曽へ六リ斗、山田より阿曽へ七リ斗
　
響オホム
石セキ
、能見坂等ハ田丸より行ても同事也。必
　
可見所なり。 」 （
13オ）
277
